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大牟田市立羽山台小学校の実践 

心のふれあい伝え合い  ～「さんぽ」での交流を通して～ 

大牟田市立歴木中学校の実践   校庭の花も咲きほころび、ようやく春めいてきました。本年度も残すとこ 

ろあとわずかとなりました。卒業式等に向けてお忙しいことと思います。 

 さて、本年度ユネスコスクールとしてESDの活動はいかがだったでしょう 

か。本年度は、｢持続発展教育推進拠点として、研究･実践に取り組み、その 

成果を積極的に発信することを通じて、持続発展教育の理念の普及に努める 

こと」としたガイドラインの「発信」を示し、取組をしていただきました。 

各学校発信をテーマとして、①学校・学年だより②地域・保護者への発表会 

③地域・保護者の参加体験型④ユネスコスクール子どもサミット⑤スライド 

ショー⑥新聞掲載⑦ユネスコスクールだよりなど、多くのすばらしい成果を 

発信することができました。また、来年度も交流を深め充実した活動を発信 

させていきましょう。  

持続可能な社会の担い手としての生き方を考える 
  

   

   

○  
平成２９年度のユネスコスクールの活動を振り返って 

 校庭の桜の花が咲きはじめ、春めいてきました。３月も残すところ
あとわずか。さて、本年度ユネスコスクールとしてESDの活動はいか
がだったでしょうか。今号では、１年間を振り返ります。 

  

 

   12月に｢ユネスコスクール全国大会」が開かれました。 

九州で初めての開催地となった大牟田市は、ＥＳＤ推進 

拠点として研究や実践に取り組み、その成果を国内外に 

発信し、高い評価をいただきました。 
 

 

 大牟田市には、市長を本部長とした「大牟田市ESD推進本部」
があり各部局がESDの視点を取り入れて事業を展開しています。
また、市民によるESDの推進組織として、個人や地域団体、民間
団体による「大牟田市ESD推進協議会」が平成29年9月に設立され
学校と行政と市民が協力し、市をあげてESDを推進しています。
これらを踏まえ今年の1月には、「ユネスコスクール・ESDのまち 
おおむた」宣言も行いました。  

 

 

 大牟田市教育委員会は、平成28年10月に東京大学海洋アライアン
ス海洋教育促進研究センターとの間で、海洋教育促進拠点としての連
携に関する協定の締結を行い、海洋教育を推進しています。この実践
について海洋教育子どもフォーラムや東京大学での発表などを行いま
した。また、世界文化遺産を生かした学習資料として、中学校版教材
集が完成し、その資料を活用しながら学習の充実が図られています。 

  

 今年度は、大牟田市版ＳＤＧｓも発表されました。来年度も大牟田
のＥＳＤは、さらに充実していくことでしょう。子どもたちの未来の
ために、力を合わせていきましょう。 

ユネスコスクール全国大会 

ユネスコスクール・ＥＳＤのまち 大牟田宣言 

海洋教育・世界遺産学習の推進 

 ６年生は、地域の方々やお年寄りとの関わりを通して、好
ましい人間関係を学ぶことを計画し、思いやりや助け合いの
心を育むことをねらいとしました。まず、介護老人保健施設
「さんぽ」に行き、お年寄りに歌やリコーダーを発表しまし
た。そして、一緒に手遊び、折り紙、ぬり絵、あやとり、紙
風船バレーをして交流しました。施設から帰る際にはお年寄
りに感謝され、お互いに感動したひとときでした。 
 子どもたちは、お年寄りとふれあい、直接感謝されること
で自信を持つことができたようです。今回、福祉施設に行っ 
て、お年寄りとふれあう活動を通して、 
他の人に対するかかわりを深め、自分 
たちの生活している世界を広げるととも 
に、思いやりの心の育成につながったと 
思います。 

 本校は、１年生では福祉体験学習、２年生では職場体験学習、
３年生では保育体験学習を行っています。１年生は、グループ
ホームふぁみりえ代表の大谷るみ子さんに講話していただいた後、
杉森高校の先生をお招きし高齢者疑似体験を行いました。高齢者
の大変さを実感した生徒達は２日間、市内の介護施設で体験学習
もさせていただきました。生徒は、感想として、『体験をするま
では、お年寄りの方を一から十までお世話す 
るのだろうと思っていました。しかし、実際 
に施設に行くと自分でできることは自分でさ 
れていました。リハビリを頑張られている姿 
に感動しました。」と述べていました。 

  


